
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

名

〃

称

等

の

変

更

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

名

〃

称

等

の

変

更

【

公

告

】

○

落

札

者

等

の

決

定

情

報

政

策

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

岡

山

県

公

報

平成３０年８月２１日 第１２０１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）
。

、

平
年
三
十
年
八
月
二
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局

名
称

所
在

地
指
定
年
月
日

れ
ん
げ
薬
局

総
社
市
中
央
６
－
１
５
－
１
１
９

H
3
0
.
７
.
１

い
ろ
ど
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

赤
磐
市
松
木
４
８
１
－
１

H
3
0
.
７
.
１

早
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
耳
鼻
咽
喉
科
皮
膚
科

都
窪
郡
早
島
町
早
島
１
４
７
５
－
２

H
3
0
.
７
.
１

平成３０年８月２１日　岡山県公報　第１２０１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ

た

）
）
。

っ

、

平
成
三
十
年
八
月
二
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局

名
称

所
在

地
変
更
事
項

変
更

前
変

更
後

変
更
年
月
日

み
わ
薬
局

総
社
市
駅
南
２
－
４
１
－
１
２

所
在
地

総
社
市
三
輪
６
７
７
－
６

総
社
市
駅
南
２
－
４
１
－
１
２

H
3
0
.
７
.
1
4

平成３０年８月２１日　岡山県公報　第１２０１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

た

）
）
。

っ

、

平
成
三
十
年
八
月
二
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局

名
称

所
在

地
廃
止
年
月
日

こ
こ
ろ
の
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
総
社

総
社
市
駅
前
２
－
２
－
１
０

H
30
.
６
.
3
0

早
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
耳
鼻
咽
喉
科
皮
膚
科

都
窪
郡
早
島
町
早
島
１
４
７
５
－
２

H
30
.
６
.
3
0
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
八
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（
）

（
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が

（
）

）
。

、

。

あ

た
っ

平
成
三
十
年
八
月
二
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者

種
類

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

変
更
事
項

変
更

前
変

更
後

変
更
年
月
日

居
宅
介
護

有
限
会
社
ア
イ
薬

総
社
市
門
田
５
６
６
－
２

み
わ
薬
局

総
社
市
駅
南
２
－
４
１
－

事
業
所
の
所

総
社
市
三
輪
６
７
７
－
６

総
社
市
駅
南
２
－
４
１
－

H
3
0
.
７
.
1
4

事
業
者

局
１
２

在
地

１
２

介
護
予
防

有
限
会
社
ア
イ
薬

総
社
市
門
田
５
６
６
－
２

み
わ
薬
局

総
社
市
駅
南
２
－
４
１
－

事
業
所
の
所

総
社
市
三
輪
６
７
７
－
６

総
社
市
駅
南
２
－
４
１
－

H
3
0
.
７
.
1
4

事
業
者

局
１
２

在
地

１
２
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〔
四
一
五
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

平
成
三
十
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
件
名

岡
山
県
出
先
事
務
所
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務

二

契
約
期
間

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
三
十
年
八
月
七
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
岡
山
支
店

岡
山
市
北
区
中
山
下
二
丁
目
一
番
九
〇
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
五
、
七
〇
〇
、
二
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
四
二
二
、
二
四

〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
三
十
年
六
月
二
十
六
日

平成３０年８月２１日　岡山県公報　第１２０１８号



〔
四
一
六
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
玉
野
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

玉
野
市
北
方
、
下
山

公
共
測
量
（
地
図
作
成
業
務
）

平
成
三
十
年
七
月
十
八
日
か
ら
同

坂
、
上
山
坂
地
内

年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
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